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蛸 島 武 尚
一 序 論 一
近年, 1次元導体 (特定の方向の電気伝導度が他の方向に比べて非常に大きい物質 )とみな
しうる物質が見つけられたことにより,従来は理論的可能性としてのみ理解 されていたPeierls

















一 目 的 -





(電気伝導度の温度依存性 ) 測定は直流 4端子法により行なった｡ 1次元軸方向とこれに垂
直な方向の電気抵抗の温度依存性を図 1に示すol次元軸方向の電気伝導はT<100Kで250
Kの activationenergyをもつ activationtypeの温度依存性を示す. 一方, 1次元軸と垂直
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修士論文アブス トラクト
(I-E特性 ) 測定は電流が 1pA以下では直流 4端子法により,それ以上の電流では joule
heatの影響を避けるためパ ルスを用いた2端子法により行なった｡図 2に 1次元軸方向の7
-E特性を示す.1次元軸方向の電気伝導は強い非線型性を示し,約 600V/cmの電場で異な

















ンの秩序方向は (図-1)のように3本の (100)いずれかである6)o TNが246Kと比較的




加熱 ･融解 し,ゆっくり温度降下 して析出させた｡
NMR の実験はクロスコイル法を用いた｡日本電子製検出器を一部改良 し,これと,作製 し
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